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第

三

琥

大
正
十一
1一
年一

元
月一
H
獲
行

論
‘

邦

人

の

生

命

に

就

て

藤

本

幸

太

郎

一

我
が
邦
人
の
生
命
に
闊
し
て
は
曾
て
今
の
第
l

相
互
生
命
保
険
會
祉
長
矢
野
恒
太
氏
が
時

る
論
文
あ
り。

中
に
生
命
表
を
掲
げ
て
一

般
の
注
意
を
喚
起
せ
り

0

の
統
計
局
長
花
房
博
士
に
致
し
た
る
報
告「
H
本
人
の
生
命
に
闊
す
る
研
究」ぐ
J

題
す
る
詳
細
な

爾
末
内
閣
に
於
て
は
邦
人
の
生
命
に
就
§
毎
年
装
行
の
H
本
帝
國
統
計
年
鑑

滋
し
國
家
が
斯
の
如
く
其
の
國
民
の
生

命
に
就
き
進
ん
で
調
査
の
任
に
雷
る
所
以
は‘
凡
を
一

國
民
の
生
命
の
長
短
が
其
の
國
民
経
済

上
疵
會＿
上
重い
婆
な
る
闊
係
を
有
す
る
の
み
な
ら
す‘
之
を
生
命
保
険
の
如
き
賓
際
的
施
設
の
上

第＝
1

平・
七
巻
い
2[1=-＝＝-＝――)

論

眈

邦
人
の
生
命
に
就
て

第
三
娯



第
一
二
十
七
巻

（
三
三
四
）

論

眈

邦

人

の

生

命

に

就

て

第
1
1

一競

ょ
b
観
る
も
亦
甚
だ
緊
要
な
る
資
料
た
る
べ
け
れ
は
な
り
。

抑
々
人
日
の
動
態
に
爛
す
る
研
究
は
、
一
六
六
二
年
梃
人
ジ
ョ
ン
、
グ
ラ
ウ
ン
ト
氏
の
「
死
已
表

に
関
す
る
自
然
的
政
治
的
観
察
」
こ
題
す
る
著
賞
を
以
て
咄
矢
ぐ
J

す
べ
し
。

次

で

其

の

學

友

た

り
し
ウ
ヰ
ツ
ア
ム
•
ペ
チ
ー
の
ダ
ブ
リ
ン
市
死
と
表
に
爛
す
る
研
究
わ
り
‘
唯
是
等
雨
氏
の
死

J」

表

た

る

其

の

材

料

大

に

不

完

全

な

b
し

が

為

め

今

H
よ

り

見

れ

ば

尚

甚

だ

不

十

分

な

る

こ
'
t
J

言

を

侯

た

す
'
1
J

雖
度
吾
人
人
類
の
死
已
に
胴
し
、
一
定
の
秩
序
あ
る
所
以
を
明
か
な
ら
し
め
た

る

効

績

は

永

く

没

却

す

べ

か

ら

ざ

る

な

b
o

ー

レ

ー

氏

出

づ

る

に

及

び

営

時

欧

洲

に

於

て

人

口

の

移

附

最

も

鮮

少

な

b
し
ブ

V

ス
ラ
ウ
市
の
死
亡
表
を
什
製
す
る
ゃ
．
粛
學
し
脚
す
る
研
究

は
全
く
其
の
面
目
を
一
新
し
、
彼
の
先
づ
注
目
し
た
る
折
平
命
敷
の
観
念
の
如
き
は
、
平
均
命
敷

を
知
る
の
契
機
マ
J

な
り
‘
斯
く
し
て
死
已
秩
序
に
就
さ
て
は
全
く
前
人
未
踏
の
原
野
を
開
拓
し

だ
り
‘
唯
常
時
の
材
料
尚
甚
だ
不
備
な
り
し
が
偽
め
事
賓
に
基
か
さ
る
自
己
の
想
像
を
交
へ
た

る
所
之
あ

b
し
が
為
め
所
謂
客
観
性
を
鋏
如
す
る
の
否
難
を
免
れ
す
マ
J

雖
も
‘
爾
末
政
算
學
派

に

属

す

る

人

々

に

依

b

綿
々
'
y
J

し
て
承
受
せ
ら
れ
漸
次
完
成
の
域
に
逹
し
た
り
‘
和
蘭
人
ヶ

JV

セ

苓

l
ム
‘
佛
人
デ
．
＾

JV

ジ
ュ
ー
．
瑞
典
人
ヮ

JV

ゲ
ン
チ
ン
、
英
人
キ
ン
グ
、
シ
ョ
ウ
ト
、
メ
ー
ト
ラ
ン

ド
畜
シ
ン
ブ
ソ
ン
、
デ
ラ
ム
等
多
敷
の
學
者
輩
出
し
、
今

H
マJ

雖

も

此

の

派

に

属

す

る

人

々

狗

は

甚



だ
少
か
ら
ざ
る
な

b
o

獨

人

ズ

ス

ミ

JV

ヒ

(J.P.
S
i
i
s
s
m
i
l
c
h
)

氏
の
出
づ
る
や
、
中
部
欧
羅
巴
に
於
け
る
出
生
死
亡
‘
婚
姻

に
陶
す
る
研
究
を
試
み
有
名
な
る
「
紳
序
論
」
(
G
o
t
t
l
i
c
h
e
O
r
d
n
u
n
g
.
 1
7
4
1
)
~
t

公
に
し
、
箪
に
死
亡
に
闊

す
る
事
項
の
み
な
ら
す
、
出
生
‘
婚
姻
に
胴
す
る
事
象
の
系
統
的
研
究
に
於
て
‘
是
等
の
現
象
も
亦

整
然
た
る

一
定
の
秩
序
を
以
て
終
始
す
る
所
以
を
明
か
な
ら
し
む
る
に
及
び
、
人
口
の
全
部
を

研
究
の
翌
象
マ
J

し
て
其
の
総
合
的
．
組
織
的
観
察
を
途
ぐ
る
の
途
を
拓
け
り
。

斯
く
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ト
・
ベ
チ

I
詣
子
の
如
さ
祉
會
に
於
け
る

ー
事

l

物

に

つ

さ

箇

憫

的

研

究

を

蝉

脱

す

る

こ

こ
を
得
た
る
は
統
計
學
者
の

一
般
に
認
む
る
所
の
事
賓
な
り
マ
J

す。

只

氏

は

斯

の

如

き

研

究

の
結
果
、
得
ら
れ
た
る
秩
序
を
以
て
一
に
天
帝
の
掘
理
に
基
く
自
然
の
妙
理
な

b
1̀
J

思
惟
し
た

る
が
如
き
は
今

H
よ

b
観
ん
乎
‘
到
底
承
認
す
る
こ
マ
J

を
得
ざ
る
所
な
り
マ
J

す。

而
し
8

し
斯
る

主
観
的
‘
演
繹
的
方
法
を
棄
て
ヽ
客
観
的
蹄
納
的
方
法
を
採
り
純
然
た
る
科
學
的
立
場
に
披

b

て
死
亡
、
出
生
に
闊
す
る
事
賓
を
究
明
し
．
其
得
た
る
秩
序
を
以
て
自
然
科
學
に
於
け
↓

J

る
自
然
法

'1J 

g
視
す
る
に
至

b
た

る

は

彼

の

有

名

な

る

白

國

の

ケ

ト

v
ー
氏
な

b
r̀
J

す。

ヶ
氏
の
研
究

事
項
も
亦
箪
に
死
亡
、
出
生
マ
J

云
ふ
炉
如
き
箇
憫
的
事
象
に
止
ま
ら
さ
り
し
や
言
を
侯
た
す
マ
J

雖
も
、
死
亡
に
闊
す
る
規
則
性
の
如
き
も
亦
自
然
法
則
の
支
配
を
受
け
其
の
間
一
定
の
秩
序
に

第
三
十
七
雹

(＝―-＝
-Wi) 
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第
三
十
七
巻
(
-
=
-
―
―
―
i
ハ
）

従

ふ

所

以

を

力

説

し

た

b
o

論

訊

邦
人
の
生
命
に
就
て

第
一
二
輯

四

此

の

説

に

蜀

し

て

も

亦

今

日

よ

b
観

れ

ば

反

封

の

餘

地

な

き

に

わ

ら

す

こ

雖

も

氏

が

能

く

前

人

の

所

説

に

拘

ら

す

し

て

祉

會

現

象

の

自

然

科

學

的

取

扱

を

試

み
‘
是
等
事
象
も
純
科
學
的
封
象
た

b
得
べ
き
所
以
を
闇
明
せ
る
事
賞
は
一
大
効
績
，
な

b
マJ

謂

は
ざ
る
べ
か
ら
苓
す
。
斯
く
し
て
死
亡
表
に
闊
す
る
事
項
は
漸
次
完
備
の
域
に
進
み
今
や
何
れ

の
國
に
於
て
も
一
方
に
於
て
は
國
家
に
於
て
死
亡
表
こ
名
け
‘
其
の
國
々
に
於
け
る
一
般
死
已

表
即
ち
生
命
表
の
後
表
あ
り
、
他
方
に
於
て
は
‘
生
命
保
瞼
會
祉
に
於
て
は
多
年
の
続
瞼
に
某
け

る
癌
瞼
表
な
る
も
の
あ
り
て
、
各
國
に
於
け
る
生
命
に
開
す
る
研
究
大
に
見
る
べ
き
も
の
あ
る

に
至
れ

b
o

本

邦

に

於

て

も

亦

夙

く

よ

り

此

の

貼

に

闊

す

る

調

査

の

必

要

を

認

め

ら

れ

た

り

マJ

雖
も
材
料
の
不
備
な

b
し

が

為

め

末

だ

十

分

に

信

憑

す

る

に

足

る

べ

き

生

命

表

を

得

る

こ

マJ

能
は
ざ
り
き
、
此
の
間
の
事
情
は
明
治
四
十
四
年
十
一
月
故
法
學
博
士
花
房
直
三
郎
氏
が
前

記

矢

野

恒

太

氏

の

報

告

書

序

文

に

述

べ

ら

れ

た

る

所

に

依

b
て
之
を
知
る
べ
し
、
日
く
、

一
國
人
民
の
死
已
表
は
國
民
の
生
命
に
開
す
る
研
究
の

一
に
し
て
統
計
上
其
の
應
用
極
め

て
廣
く
人
口
統
計
中
に
於
て
最
要
の
部
分
に
掲
す
る
も
の
マ
J

す。

故

に

欧

米

文

明

國

に

於

て
は
敷
匪
紀
以
来
國
マ
J

し
て
殆
ん
さ
之
な
さ
は
な
し
。

我

邦

に

於

て

も

亦

従

前

―

二

の

有

志
此
の
研
究
に
従
事
せ
る
者
な
さ
に
あ
ら
す
マ
J

雖
屯
‘
我
が
統
計
局
に
於
て
末
だ
之
が
計
算



を
な
し
た
る
こ
さ
な
ぎ
は
亦
統
計
上
の
闘
典
た
ろ
を
免
れ
す
。

依
て
明
治
―
二
十
一
年
本
局

事
務
腸
詑
矢
野
桓
太
を
し
て
之
が
調
製
に
従
事
せ
し
め
た
る
に
畜
同
氏
従
末
の
材
料
に
基
き

刻
苦
敷
年
‘
一
表
を
作
り
‘
之
を
提
出
せ

b
o

既

に

し

て

本

局

調

製

の

帝

國

A
n
動

態

統

計

年

を

逐

て

成

b
‘
國
民
出
生
‘
死
亡
の
朕
態
等
盆
詳
が
な
る
に
及
び
、
又
是
等
の
材
料
に
掠

b
労
ら

生
命
の
研
究
に
闊
す
る
各
種
の
書
類
を
参
照
し
、
更
に
第
二
表
の
調
製
に
着
手
し
本
年
（
明
治

四
十
四
年
）

に
至

b
‘
途
に
其
の
結
果
誼
調
製
の
方
法
及
各
國
に
到
す
る
比
較
等
を
報
告
せ

b

云
々
。

依
是
観
之
、
本
邦
に
於
け
る
死
亡
表
に
闊
す
る
研
究
は
今
よ
り
約
二
十
敷
年
前
よ
り
内
閣
統
計

局
に
於
て
早
く
其
の
調
製
の
型
を
認
め
た
る
も
の
ぐ
J

謂
ふ
べ
し
｀
人
口
静
態
に
闊
す
る
調
査
は

國

勢

調

査

の

結

果

を

侯

つ

に

あ

ら

さ

れ

は

完

成

を

期

す

る

を

得

ざ

り

し

や

明

か

な

り

'tJ

雖
も
‘

其

の

動

態

に

陶

す

る

調

査

に

就

て

は

本

邦

に

於

て

も

夙

く

よ

り

注

意

を

憬

ら

さ

b
し
所
な
り

し
を
以
て
矢
野
氏
の
「
H
本
人
の
生
命
に
閻
す
る
研
究
」
は
學
問
上
大
に
注
目
に
値
す
る
努
作
な

b
ご
謂
は
苔
る
べ
か
ら
さ
る
な
り
。
）

第
一
二
十
七
巻

(-＝=＝一七）

論

説

邦

人

の

生

命

に

就

て

第一
1

一賦

五



第
三
十
七
巻

(＝＝＝＝
Fe 
論

戌

邦

人

の

生

命

に

就

て

第
三
臨

...... 
;, 

・-,,_ 

凡
そ
祉
會
的
現
象
は
彼
の
自
然
現
象
の
如
く
一
定
不
珊
な
り
マ
J

い
ふ
を
得
す
。

蓋

し

前

者

は
吾
人
の
意
志
に
依

b

て
若
干
之
を
左
右
す
る
こ
こ
を
得
べ
き
を
以
て
所
謂
督
・
志
の
自
由
」
を

認
容
し
得
べ
さ
限
り
‘
其
の
統
計
的
事
質
も
亦
年
々
多
少
の
愛
動
を
生
せ
さ
る
を
得
さ
れ
ば
な

り゚

彼
の
出
生
、
死
亡
の
如
き
半
ば
自
然
的
原
因
に
胚
胎
す
る
事
賓
こ
雖
も
亦
然
ら
さ
る
を
得

す。

帥
ち
衛
生
の
進
歩
‘
醤
術
の
登
逹
‘
職
業
の
綾
化
、
Ji
至

小

兒

死

亡

李

の

壻

減

等

に

依

b

て

般
死
亡
李
も
亦
多
少
の
損
盆
を
末
＄
ぃ
る
を
得
す
。

故
に
死
亡
表
中
に
於
け
る
死
亡
李
、
生
歿

敗
折
半
命
敗
若
く
ば
平
均
命
数
も
亦
年
々
多
少
の
動
揺
菱
化
を
生
せ
さ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

斯

の

如

き

は

帥

ち

吾

人

の

意

志

に

基

く

も

の

其

の

原

因

の

―
た
ら
さ
る
を
得
す
し
て
自
然
界

の
現
象
の
如
く
恒
常
不
動
の
も
の
こ
自
ら
其
の
選
を
異
に
す
る
所
以
に
し
て
疵
抑
々
亦
ヶ
ト

V

ー

氏

の

祉

會

物

理

論

的

見

解

の

必

す

し

も

正

常

に

あ

ら

さ

る

を

示

す

も

の

マ
J

謂
は
ざ
る
べ
が

ら
ざ
る
な
り
°

邦

人

の

生

命

に

闊

す

る

研

究

に

従

事

す

る

に

際

し

て

も

亦

特

に

此

の

邸

に

瀾

す
る
注
意
を
憬
る
べ
が
ら
さ
る
な
り
。

死

已

表

作

製

の

方

法

は

之

を

其

の

材

料

の

採

取

法

に

披

b
て
謳
別
す
れ
ば
一
―
―
稲
'
t
J

な
す
こ



を
得
べ
し
、
卯
ち
、

一

祉

會

の

死

已

者

の

年

齢

の

み

を

材

料

こ

す

る

も

の

所

謂

＾

一
祉
會
に
生
存
す
る
者
の
年
齢
の
み
を
材
料
マ
J

す
る
も
の
之
を
生
敷
表
マ
J

名
く
。

>
1
氏
法
是
な
り
。

二、

年
齢
別
の
生
存
者
敷
マ
J

其
の
死
亡
者
敗
マ
J

の

腸

係

を

材

料

を

す

る

も

の

之

を

麻

接

法

又
は
改
良
法
マ
J

名
く
。

右

の

内

前

二

者

は

一

耽

會

に

於

け

る

人

口

を

以

て

常

に

一

定

不

動

な

り

マ
J

の

恨

定

に

基

く

も

の

な

る

を

以

℃

此

の

前

提

の

異

な

ら

ざ

る

限

り

‘

其

の

死

亡

表

も

亦

到

底

正

常

な

る

を

得

ざ

る
な
り
。

＾
ン

1
氏

が

川

生
A

こ
死
已
マ
J

の
澗
に
若

f
の

相

異

あ

る

所

以

を

認

識

し

た

れ

ば

こ

を

特

に

ノ

イ

マ

ン

氏

の

屏

意

に

基

さ

獨

逸

ブ

＞

ス

ラ

ウ

市

死

己

数

を

以

て

其

の

調

表

の

規

準

マJ

露
し
た
る
も
の
な
れ
。

而
し
て
麻
接
法
又
は
改
良
法
は
既
に
デ
．
ハ

JV

シ

ュ
ー
氏
に
依

b

て

試

み

ら

れ

た

b
こ

雖

度

其

の

最

も

完

成

の

域

に

逹

し

た

る

は

十

九

世

紀

に

入

り

て

よ

り

の

こ

こ
に
属
す
、
デ
氏
は
ト
ソ
チ
ン
會
旗
僧
尼
糾
合
等
の
親
瞼
に
徽
し
、
死
已
生
歿
表
を
作
製
し
た
る

も

の

な

る

を

以

て

其

の

事

宵

に

附

合

せ

る

こ

マ
J

之

を

前

二

法

に

比

す

る

に

正

に

雲

泥

の

差

晃

あ

り

こ

謂

は

さ

る

べ

か

ら

だ

是

れ

死

と

表

作

製

に

つ

き

現

時

搬

ね

皆

此

の

方

法

を

採

用

せ

る

所
以
な
り
マ
J

す。

第
三
十
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論

就

邦

人

の

生

命

に

就

て

第
三
蹴

入

デ
氏
は
其
の
材
料
を
前
記
の
如
く
主
こ
し
て
・
ト
ン
チ
ン
會
疵
に
採
り
た
り
こ
雖
も
、
必
中
し

も
右
の
如
さ
材
料
に
限
る
に
あ
ら
す
‘
換
言
す
れ
は
四
五
年
乃
至
七
入
年
の
人
日
統
計
を
以
て

之

に

代

入

る

も

亦

改

良

法

に

抽

b

て
梢
や
信
憑
す
べ
さ
死
亡
表
を
作
製
す
る
こ
マ
J

を
得
べ
し
．

例

へ

ば

H
本

帝

國

統

計

年

鑑

に

掠

り

全

國

の

年

齢

別

人

口

薮

年

分

を

合

計

し

た

る

も

の

を

各

年
齢
の
生
敷
マ
J

し

又

各

年

齢

死

亡

数

の

同

年

数

分

を

之

に

到

す

る

死

敷

こ

し

各

年

齢

別

の

死

已

敷

は

死

亡

調

に

よ

り

若

く

は

前

年

度

の

或

年

齢

者

の

現

在

敷

よ

b
次

年

度

の

該

年

齢

よ

り

一
歳
長
じ
た
る
も
の
ヽ
現
在
敷
を
控
除
す
る
も
尚
之
を
知
る
こ

Jゞ

を
得
べ
し
、
（
即
輝
虹
麟
譴
遠
鱈

這
鴎
麟
鐸
岬
―
-
）
是
れ
素
よ
り
理
想
的
方
法
マ
J

目
す
る
こ
マ
J

能

は

す
'
t
J

雖

度

賓

際

上

或

年

度

に

於

け

る

出

生

者

全

員

炉

悉

く

死

滅

す

る

に

至

る

ま

で

凡

そ

百

年

間

之

に

追

随

し

て

其

の

死

亡

李

を
研
究
す
る
こ
マ
J

到
底
不
可
能
な
る
を
以
て
已
む
を
得
さ
る
便
宜
法
な
り
ご
知
る
べ
し
。

を
要
す
。

凡

そ

生

命

表

を

研

究

す

る

に

常

b
二

三

重

要

な

る

用

語

例

に

就

き

て

豫

め

會

得

す

る

こ

Jゞ

0
 
0
 
0
 
0
 

折
半
命
敷
マ
J

彼
の
折
半
命
敷
‘
平
均
命
敷
‘
完
全
平
均
命
敗
死
力
等
の
概
念
是
な
り
。

は

各

年

齢

者

の

生

存

者

炉

漸

次

死

亡

し

て

其

の

半

敷

マ
J

な
る
べ
き
時
な
り
。

詳

言

す

れ

ば

該

年

齢

者

の

半

敷

が

死

亡

し

て

甚

の

半

敷

が

生

歿

れ

る

時

が

普

通

平

均

の

壽

命

に

し

て

之

よ

り

後

に

生

残

せ

る

者

は

平

均

以

上

に

長

生

し

た

る

も

の

な

り

マ
J

の
観
念
に
基
き
た
る
も
の
マ
J

す。



の
折
半
命
敷
な

b
し
な
り
°

^
v
l
氏
が
始
め
て
生
歿
表
（
死
已
表
）
を
作
製
し
た
る
こ
き
先
づ
注
目
し
た
る
事
賓
は
部
ち
此

0

0

 
0
 
0
 

平
均
命
敷
ゞ
J

は
生
存
者
が
年
を
逐
~
(
て
漸
減
す
ろ
の
事
賓
に
基

き
例
へ
ば
零
歳
の
男
子
百
人
が
次
年
度
に
は
減
じ
て
九
十
人
ぐ
J

な
り
た
b
マ
J

せ
ば
‘
此
の
九
十

人
は
次
の

一
年
目
社
で
の

ー
ケ
年
を
生
存
し
‘
又
三
年
目
に
は
九
十
人
よ
り
七
十
八
人
に
減
じ

た
り
"
r
J

せ
は
‘
此
の
七
十
入
人
は
一
年
目
よ

b

二
年
目
ま
で
の

一
ヶ
年
を
生
存
す
‘
順
次
に
最
後

の

一
人
が
九
十
九
年
目
よ
h
'
古
2

年
目
注
で
の

]
ケ
年
を
生
存
し
た
る
迄
継
人
員
の
生
存
年
数

を
合
計
し
て
之
を
零
歳
の
総
人
員
百
人
に
て
除
し
た
る
商
は
即
ち
其
の
平
均
命
敷
な
り
．
然
る

に
此
の
方
法
に
よ

b
て

計

算

す

れ

ば

死

こ

者

が

死

已

し

た

る

年

度

に

於

け

る

生

存

時

間

を

計

上
せ
芯
る
結
果
マ
J

な

る

べ

合

を

以

て

現

今

死

亡

者

は

其

死

亡

年

度

に

於

て

は

平

均

半

ヶ

年

を

生
存
せ
る
ホ
の
こ
看
倣
し
、
平
均
命
敷
に
半
年
を
加
ふ
る
を
普
通
こ
す
。

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

果
を
完
全
平
均
命
敷
こ
云
び
前
者
は
之
を
簡
算
平
均
命
敷
こ
云
入
。

斯

く

し

て

得

た

る

結

0

0

 

所
謂
死
カ
マ
J

は

或

年

齢

の

一
圃
中
次
の

一
年
間
に
死
i
]

せ

る

人

敗

を

最

初

に

存

在

せ

る

人

の

総

敷

に

て

除

し

た

る

商

を
謂
ふ
、
英
語
の

I
n
t
e
n
s
i
t
y

of 
m
o
r
t
a
l
i
t
y

は
郎

i

ち
之
に
常
る
。
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今
本
邦
統
計
年
鑑
所
掲
の
生
命
表
（
全
國
）
（
軌
遷
環
辻
長
）
に
依
り
て
我
國
人
の
生
命
を
賊
る
に

第
一
表
の
如
く
に
し
て
、

年

齢
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ò 

翌
C
o
`
o

o-＞00̀
o 

豆
0
0

ò 
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(
B
a
l
l
o
d

氏

統

計

原

理

六

五

頁

及

コ

ン

ラ

ッ

ド

氏

統

計

學

1

1

―

入

頁

二

憐

IV)

帥
ち
知
る
べ
し
‘
是
等
諸
國
に
於
け
る
平
均
命
敷
は
何
れ
も
長
足
の
進
歩
を
示
せ
る
こ
ご
を
。

就
中
瑞
典
に
在

b

て
は
男
子
零
歳
の
命
敷
は
五
四
•
五
五
に
し
て
、
女
子
は
五
七
●

O
O
に
逹
し
何

れ
の
國
よ
り
も
高
し
。

而
し
て
特
に
彼
我
著
し
さ
相
途
姑
は
其
の
最
高
命
数
に
し
て
≫
我
國
に

印
ち
男
子
に
在
り
て
は
五
―
―
ざ
言
、
女
子
に
在

b

於
て
は
男
女
共
に
三
歳
を
以
て
極
度
マ
J

す。

て
は
五
ニ
・
入
三
な
り
。

然
る
に
例
へ
ば
獨
逸
に
於
て
は
一
九
一

0
ー

一
皮
の
生
命
表
（
ピ
応

晶
計
論
旦

二
〇
頁
茎
照

に
披
る
に
男
女
共
に
二
歳
を
最
高
さ
し
‘
男
子
は
五
七
・
七
四
、
女
子
は
五
九
・
六
四
な
る

を
以
て
彼
我
の
間
に
は
正
に
男
子
に
於
て
は
四
ぺ
五
一
‘
女
子
に
於
て
は
六
；
八
一
年
の
相
違
あ
り
、

其
の
他
の
欧
洲
主
要
國
ご
比
す
る
に
叉
桐
ね
四
症
年
の
相
違
を
見
ろ
。

斯

く

て

邦

人

の

生

命

は

軍

に

死

亡

表

上

に

於

て

は

欧

洲

諧

國

民

に

較

べ

て

短

命

な

り

こ

評

せ

ら

る

＼

も

亦

巳

む

を

得

ざ

る

な

b
o

然
れ
~
jも
是
れ
果
し
て
先
天
的
に
邦
人
の
短
命
な
る
に
由
る
か
‘
抑
も
亦
後
天

的
結
果
に
基
因
す
る
も
の
な
る
が
。

吾

人

は

後

者

の

理

由

を

以

て

其

の

呉

相

を

得

た

る

も

の

な
り
さ
信
中
、
蓋
し
欧
洲
諸
國
中
英
‘
佛
‘
獨
、
瑞
典
の
如
さ
は
出
生
李
遥
が
に
低
く
‘
其
の
死
亡
李
も

亦
邦
人
の
比
に
あ
ら
ざ
る
こ
こ
世
の
周
ね
く
知
る
所
の
事
賓
な
る
の
み
な
ら
す
‘
是
等
主
要
國

に
於
け
る
登
展
の
跡
を
見
る
に
、
一
入
三
四
十
年
代
に
於
て
は
其
の
平

r

均
命
敷
何
れ
も
我
國
の

第
三
十
七
巻

（
三
四
九
）

論

就

邦

人

の

生

命

に

就

て

第
三
戟

一七



第一
1

一4
'
七
倦

（
三
五

O
)

論

翫

邦

A
r
9
生
命
に
就
て

笹＝一競

一
入

今

H
に

比

す

る

も

逝

か

に

低

位

に

あ

れ

は

な

り

。

然

る

に

本

邦

に

於

て

は

最

近

敷

箇

年

間

の

統
計
に
徴
す
る
も
出
生
李
敢
〗
し
減
少

苔
る
の
み
な
ら
ず
‘
其
の
死
亡

も
亦
甚
だ
高
し
•
前
者

に

就

て

は

人

口

政

策

上

或

は

喜

人

べ

き

事

象

り
さ
の
結
論
を
生
す
べ
し
マ
」
雖
も
後
者
に
予

b
て
は
甚
だ

平

均

命

敷

を

し

て ふ
べ
し
‘
殊
に
懐
姐
期
に
在
る
婦
女
の
死
亡
李
高

な

る

の

結

果

婦

人

の

一
般

し

く

冦

減

せ

し

め

た

る

の

事

賓

も

亦

獣

洲

主

要

國

に

於

け

る

例

ご

相

異

せ

る

所

b
‘
面
も
斯
の
如
き
は
決
し
て
邦
人
の
天
壽
な
り
ご
云
ふ
こ
こ
を
得
ざ
る
な
り
。J

斯

の

如

く

本

邦

生

命

表

の

指

示

す

る

所

は

箪

に

一

定

條

件

を

'
,
J

し

て

計

出

せ

ら

れ

た

る

技

術

的

結

果

に

止

る
炉
如
し
さ

も
‘
其
の
合

的

謡

義

頗

る

深

霞

に

し

C
比

較

統

計

上

種

々
の
昭
示
を
典
ふ
る
も
の
ご
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。

而

も

吾

人

は

先

天

的

に

邦

人

の

短

命

を

信

す

る

こ

こ

を

得

中

し

て

ろ
祉
會
上
、
経
済
上
諧
穂
の
原
因
に
基
く
結
果
に
し
て
人
口
論
上

よ

り

は

勿

論

祉

會

政

策

上

又

大

に

改

善

を

要

す

る

を
啓
示
す
る
も
の
な
り
マ
J

是

れ

本

論

文

を

起

京

し

る
所
以
な
り
。

れ
幼
兒
死
亡
李
．
出
生
李
乃

死

已

李

に

陶

す

る

比

較

統

計

に

就

て

は

煩

を

避

け

℃

故

ら

に

之

を

省

略

し

た

者

幸

に

之

を

G
大

正

十

せ
よ
。

年

入

月

十

四

El
稿


